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Ⅰ．法人の概要                 

（令和４年３月３１日現在） 

法 人の名称 公益財団法人吉野川紀の川源流物語 

設 立年月日 
平成 14 年 4 月 1 日 

平成 24 年 4 月 1 日名称変更し、移行したことにより設立 

定款に定める 

目的 

この法人は、「樹と水と人の共生」を目指し、吉野川・紀の川の源流

部を拠点に、その自然的価値、文化的価値を大切にし、流域をはじめ都

市部の人々にこれを伝え、共に考え、行動するため、体験学習・交流活

動を通じて、広く啓発や環境教育に関する事業を行う。そして、これに

必要となる拠点施設や関連公共施設の維持管理・運営に関する事業を行

い、源流域の自然環境保全活動に努める。これらの活動により、流域を

はじめ都市部の人々と水源地域を結び、もってそれらの人々の公共利益

に寄与することを目的とする。 

定款に定める 

事業内容 

この法人は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１） 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

① 「吉野川源流－水源地の森」体験学習プログラムの提供 

② 森づくり体験学習プログラムの提供 

③ 体験学習を通じた環境教育の実施及び支援 

④ 水源地域の環境保全にかかわる人材の育成 

（２） 流域交流・啓発にかかわる事業 

① 水源地域の自然及び文化を介した交流行事の実施 

② 水源地域の環境保全の普及啓発のための行事等の開催、印

刷物等の刊行、電子情報媒体の作成 

（３） 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

① 水源地域及び流域における参加型観察調査会の実施 

② 「吉野川源流－水源地の森」自然実態調査の実施 

③ 源流部における斜面崩壊地での対策実験及び経過観察の

実施 

（４） 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

① 展示を通じて情報発信を行う施設の管理・運営 

② 源流部での体験活動の拠点となる森とこれに附帯する施

設の管理 

（５） 学習教材や、啓発関連物品等の販売 

（６） 他団体からの依頼にもとづいてこの法人が構築する情報や

技術によって対応可能な業務の受託 

（７） その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

２ 前項第１号から第４号までの事業は、公益目的事業とし、奈良県内

で行う。 

主たる事務所 〒639-3553 奈良県吉野郡川上村大字迫 1374 番地の 1 
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役 員 等 

 

評議員（五十音順） 

浦西 勉  （元龍谷大学教授） 

新井 寿彦 （川上村教育委員会次長） 

塩見 浩之 （奈良県水循環・森林・景観環境部長） 

末松 新一 （和歌山県企画部地域振興局地域政策課長） 

杉浦 淳  （大阪工業大学研究支援・社会連携センター長） 

杉本 晃一 （川上村住民課長） 

谷本 光司 （一般社団法人 近畿建設協会理事長） 

中村 嘉宏 （和歌山市企業局長） 

西野 浩行 （奈良県水道局長） 

東谷 八宗 （川上村議会議長） 

宮田 典和 （橋本市水道環境部長） 

 

理事（代表理事・業務執行理事を除き五十音順） 

栗山 忠昭  代表理事・理事長（川上村長） 

阪口 和久  代表理事・副理事長（川上村副村長） 

森脇 深   業務執行理事（川上村水源地課長） 

辻谷 達雄 （元 森と水の源流館館長） 

西久保 智美（コミュニティライター） 

橋本 裕行 （明治大学文学部兼任講師 橿原考古学研究所特別研究員） 

宮口 侗廸 （早稲田大学名誉教授） 

横田 岳人 （龍谷大学 先端理工学部 環境生態工学課程准教授）

芳川 一宏 （奈良県水循環・森林・景観環境部 水資源政策課長） 

 

監事（五十音順） 

辰巳 八郎 （川上村監査委員） 

中島 誠  （税理士） 

 

 

主 な 会 議 

 

定例理事会  ６月 ８日（前年度事業報告及び決算の件 

定時評議員会の招集の件ほか） 

定時評議員会 ６月２３日（評議員選任の件、理事選任の件 

前年度事業報告及び計算書類等の承認） 

定例理事会  ３月２２日（次年度事業計画及び収支予算書の件ほか） 
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Ⅱ．事業の状況 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため計画していた事業を一部中止した。 

また実施した場合でも参加人数を減らすなどの対策を行った。 

公益事業Ⅰ 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

吉野川・紀の川の源流及び水源地域の自然環境や文化を資源とした環境学習及び体験等のプ

ログラム実施を通じて、環境保全や保護についてともに考え、行動するきっかけを提供する。そし

て流域をはじめ都市部の人々と水源地域の交流を促進し、これらの地域の環境に対する意識の

向上ならびに環境保全に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

水源地の森ツアー（一般公募型） 4・11 月 2 回 22 名 
水源地の森での体験学習。感染症対

策で定員を半数に減らし実施。 

団体（企業含む）研修等での利用 通年 8 件 117 名 「水源地の森」散策や森づくり体験等。 

源流学の森づくり特別編 

～吉野林業の今を学ぼう～ 
9 月 1 回 17 名 

当初実地学習の予定をオンラインで吉

野林業の現状を山林所有者・林業家か

ら話を聴き、意見交換を行う。 

環境教育支援（学校対応） 通年 101 件 5,784 名 
小学校から大学までの見学案内及び 

出張源流教室（オンラインを含む）。 

森と水の源流館 

ESD 授業づくりセミナー 
6～2 月 5 回 123 名 

近畿 ESD ｺﾝｿｰｼｱﾑとの連携事業で教

員のための授業計画づくり。オンライン

をあわせて開催。 

源流学教室 
～源流学の教科書を作る～ 

6 月 1 回 19 名 
源流人会を対象に、川上村の魅力やそ

の理由を共有し、まとめた。 

草刈りボランティアの機会づくり 

（川上村「未来への風景づくり」） 
6 月 １回 14 名 

旧白屋地区の草刈り・外来種の駆除を

行い、水源地域の環境保全にかかわる

人材を育成。 

 

公益事業Ⅱ 流域交流・啓発にかかわる事業 

吉野川・紀の川流域をはじめ都市部の人々と相互に交流することによって、源流及び水源地域

の自然環境や文化的価値を見出し、大切に守り育てていくことを目的とした啓発イベントや講座

を実施する。そして自然環境について高い意識をもった人材育成につなげることで、これらの地

域環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

夏休み（館内）プログラム 7～8 月 9 種 - 

「木の端材アート」、「お散歩自然観察」

等のほか、新しい試みとしてオンライン

で標本づくりを指導する「オンライン昆虫

標本づくり教室」を実施。 

水源地の森守募金 通年 - - 
寄せられた募金で環境保全啓発のため

のチラシや看板を製作。 

流域等各地へのＰＲキャラバン 通年 3 回 - 
和歌山市「しらすまつり」、「近畿 ESD コ

ンソーシアム実践報告会」等に参加。 

機関誌『ぽたり』発行 7・11・3 月 3 回 - 

財団の動きや各事業報告・調査レポート

など。53 号は森と水の源流館開館 20 周

年記念号として編集。 
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公益事業Ⅳ 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

水源地域における環境保全の啓発や環境教育を行う拠点となる施設やフィールドを一体

的に維持管理及び運営を行うことで、地域環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

「森と水の源流館」管理 通年 － 
利用者 

9,576 名 

日常の維持・管理、運営、定期点

検、清掃、補修。1～3 月は展示改

修工事のため臨時休館。 

「吉野川源流－水源地の森」管理 通年 38 回 － 
散策路周辺の見回り・点検、補修。 

（入山者 186 名） 

「水源地の森交流施設」管理 通年 16 回 － 
水源地の森に付帯する休憩・管理

施設の見回り・点検、補修。 

※森と水の源流館の新型コロナウイルス感染拡大防止対応 

入館時のマスク着用・検温・手指消毒の徹底、団体受入れ時の貸切・入場制限、退出後の館内

消毒などの対策を行った。また第 5 波といわれた夏休み明けの頃からの対応を川上村役場と協

議し、9／12 まで団体受入れと野外プログラムを中止するなどの対策を行った。 

 

 

公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

吉野川・紀の川流域の源流部における自然的価値及び文化的価値を大切にするため、流域を

はじめ都市部の人々にも参加を求めながら調査・研究を行い、その成果の発信を行うことを通じ

て、これらの地域の環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

吉野川紀の川しらべ隊 7・10・3 月 4 回 66 名 

参加者公募型の調査。7 月分は企

画展関連行事として、3 月分はオン

ラインで実施した。 

旧白屋地区の定期観察と発信 4～11 月 - － 
白屋地区の昆虫相のモニタリング

調査と雑草堆肥づくりを実施。 

水源地の森自然環境調査 9 月 2 回 8 名 令和 3 年度は土壌生物を調査。 

水源地の森下層植生調査 6・10 月 4 回 4 名 下層植生の調査。 

川上村内の自然環境調査 通年 - - 

鳥獣害被害、ギフチョウの生息状

況の調査を実施した。特定外来生

物指定植物について学術誌に発

表。 

他機関への調査協力 通年 - - 

昆虫（アルゼンチンアリ）の同定、希

少野生動植物（コサナエ）調査協力 

昆虫（ゴイシツバメシジミ）調査協

力。 
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※新型コロナウイルス感染拡大防止対応 

来館者が手にとれないように販売品の陳列はせず、POP の掲示のみとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収益事業Ⅰ ミュージアムショップ事業 

拠点施設において、訪問の記念となる品とともに、源流及び水源地域の支援・ＰＲ並びに自然

環境の保全・啓発等に寄与する関連商品の販売を行う。 

概要 

オリジナル商品（副読本・絵本・ポストカード・楽曲 CD など）、地域の自然・歴史・文化・伝承を紹

介した商品（書籍・地図など）、村内で生産された商品（ペットボトル入湧水・雑貨品など）、自然

観察用品（野帳・ルーペなど）を販売している。 

収益事業Ⅱ 受託事業 

他団体からの依頼にもとづいて当財団が構築する情報や技術によって対応可能な業務を受託

し、実施する。 

 委託者 時期 概要 

和歌山市民の森管理業務委託 和歌山市 8/27～3/31 3ha の二次林管理作業。 

水のつながりプロジェクト実施等に係る業務 川上村 4/12～12/31 
農作業や源流散策など平野部

との相互交流事業実施支援、

報告作成、10 周年記念行事。 

ESD の視点をいかした流域連携推進業務 川上村 1/25～3/28 

当財団の「つながりのコツ」を

共有することで、源流側のキー

パーソンの育成。 

東京海上日動（和歌山支店） 

「Green Gift 地球元気プログラム」 
日本 NPO センター ４/1～9/30 

環境保護に関する体験活動に

向け「川の恵み生き物観察動

画」（上流編・中流編・下流編）

を作製。 

コサナエ保護管理事業計画策定に対する 

指導、協力 
環境科学大阪（株） 4/13～3/11 

生息地の情報提供、保護管理

に関するアドバイス、現地調査

への同行。 

啓発用間伐材割箸セット製作 
森林環境保全促

進和歌山市議会

議員連盟 

9/7～2/7 

和歌山市立小学校 54 校に配

布する間伐材割箸セットの製

作を受託。 
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公益事業Ⅰ 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

一般公募や団体の要望により企画する「水源地の森ツアー」のほか、源流地域の自然や文化に

ふれる体験型ツアーを含めた研修の受け入れを行った。 

 

【一般公募型 水源地の森ツアー】 

4 月・11 月に開催で 22 名参加。県内コロナ感染増加状況に応じ、7 月を 3 月に延期も中止。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体・企業の研修等での利用】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    奈良ダイハツ株式会社（4/9）    奈良県フォレスターアカデミー（11/6） 

 

【源流人会の活動】 

水源地域の環境保全にかかわる人材育成。山村で培われた知恵、技を「源流学」として共有。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「源流学教室～源流学の教科書を作る～」（6/12）  「白屋草刈りボランティア」（6/5） 
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「源流学の森づくり特別編～吉野林業の今を学ぼう～」（9/25） 

新型コロナウイルスの感染拡大状況からオンラインにて実施。一般社団法人吉野かわかみ社

中・谷林業株式会社・一般社団法人大和森林管理協会からの話題提供のあと、参加者も交えて

意見交換を行った。 

 

【環境教育支援（学校対応）】 

コロナ禍ではあったが、新規を含めて、奈良県内の小学校利用件数が増加した。 

また、前年度に引き続き、オンラインを活用した授業支援の機会も増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香芝市立関屋小学校 4年生（5/18）   同志社国際学院初等部オンライン授業（8/31） 

 

【森と水の源流館 ESD 授業づくりセミナー（近畿 ESD コンソーシアム）】 

小学校教員の学習指導案作成を奈良教育大学とともに支援する全 5 回の研究会。オンラインを

併用し、県外からの参加も可能となり、川上村と同じユネスコエコパークに立地する長野県山ノ内

町の小学校との交流授業も実現した。 

 

 

 

 

 

 

 

授業づくり実践報告会（2/26）    特別編リニューアル内覧会（3/29） 
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【ESD の取組発信】 

オンラインを活用しながら、森と水の源流館スタッフのほかにも多様なステイクホルダーがかかわ

り、取組んだ ESD の授業支援では、より深い学びの成果が届けられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【橿原市立畝傍南小学校 4 年生 水のめぐみ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【奈良市立平城小学校 4 年生 自分ごとで地域の川を考える学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【橿原市立耳成南小学校 4 年生 自分たちもできることを「耳成南宣言」で表現】 
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公益事業Ⅱ 流域交流・啓発にかかわる事業 

コロナ禍において機会は少なくなったが、オンラインによる活動事例の発表や対面式のイベント出

展等にも参加し、源流地域の魅力とともに、理念と活動について発信した。 

 

【夏休み館内プログラム】 

講師による工作体験プログラムに加え、ホームページ上で「観察カード」「いきものぬり絵」などを

公開し、利用を呼びかけた。また新しい試みとしてオンラインにより指導を行う「オンライン昆虫標

本づくり教室」も行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「木の端材アート」（8/23）                「オンライン昆虫標本づくり教室」（8/22） 

 

【流域等各地での情報発信・ＰＲ、啓発活動】 

 

 

 

 

 

 

 

「和歌浦しらすまつり」（11/3） ステージで     「近畿 ESD コンソーシアム実践報告・交流会」 

『水の旅のはなし』『わりばしの歌』等で伝える                        （12/25.26） 

 

 

 

 

 

 

人づくり・地域づくりフォーラム in 山口 

オンライン（2/19） 
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【水源地の森守募金】 

通年にわたって募金を呼びかけている。寄せられた募金は、環境保全啓発のためのチラシや 

看板の製作にあてた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全のための啓発チラシ、ターポリン幕（川上村西河に設置） 

 

【機関誌『ぽたり』No.51・52・53 号発刊】 

活動報告や調査結果などを記載し、夏・冬・春の定期発刊。源流人会会員、村内観光施設、 

村内図書館、国会図書館ほかへ配布している。 

53 号は森と水の源流館開館 20 周年の記念号として、これまでの活動の振り返りや展示改修の 

内容を紹介し、20 周年にあわせて、さらなる発信ツールとなるようにした。 
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公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

源流地域の環境の実態把握と周知をねらいとして、流域をはじめ都市部の人々に協力を呼び掛

けて参加型の調査も実施した。 

 

【吉野川紀の川しらべ隊】 

「カマキリの種類と個体数をしらべよう」  

調査内容 

匠の聚（川上村東川）周辺の昆虫を調査 

実施期間、時期 

令和 3 年 7 月 17 日 

概要 

企画展「川上村の外来種」の関連行事として、参加

者を公募し 15 名で実施。 

企画展協力者であるムネアカハラビロカマキリの研究

者を講師として招き、カマキリ目昆虫の調査を参加者

とともに行った。 

 

 

 

 

 

 

 

「カマキリをしらべよう」実施風景 

 

「水生生物をしらべよう」  

調査内容 

蜻蛉の滝（川上村西河）周辺の水生生物を調査 

実施期間、時期 

令和 3 年 7 月 31 日 

概要 

参加者を公募し 34 名で実施。調査の結果、きれい

な水（水質階級Ⅰ）の指標生物 16 種、ややきれいな

水（水質階級Ⅱ）の指標生物 7 種、よごれた水（水質

階級Ⅲ）の指標生物 3 種、とてもよごれた水（水質階

級Ⅳ）の指標生物 1 種が確認された。生物指標から

は昨年に引き続き音無川の水質が、きれいな水から

ややきれいな水に分類されることが確認できた。 

 

 

 

 

 

 

「水生生物をしらべよう」実施風景 

 

「蜻蛉の滝周辺のキノコをしらべよう」  

調査内容 

蜻蛉の滝（川上村西河）周辺の菌類を調査 

実施期間、時期 

令和 3 年 10 月 2 日 

概要 

参加者を公募し 7 名で実施。顕微鏡を使って細部を

観察し、22 種類の菌類が確認できた。 

菌類か地衣類、どちらに属するか最近まで問題

になり、現在は地衣類として扱われている希少

なシラウオタケも発見した。 

 

 

 

 

 

 

シラウオタケ 
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「蜻蛉の滝周辺のコケをしらべよう」  

調査内容 

蜻蛉の滝（川上村西河）周辺のコケを調査 

実施期間、時期 

令和 4 年 3 月 5 日 

概要 

新型コロナウイルス感染症対策のため、現地での調

査は中止し、オンラインでの開催とした。10 名の参加

があった。 

事前に記録・採集したコケ植物を紹介しながら、その

特徴や生態を解説。生育する環境について講義を

行った。 

 

 

 

 

 

 

ハマキゴケ（駐車場入口付近） 

 

 

【水源地の森自然環境調査】 

吉野川源流-水源地の森の保全事業に関する環境調査  

調査内容 

平成 14 年度から毎年対象を設定し、「吉野川源流-水

源地の森」を継続的に調査 

実施期間、時期 

令和 3 年 4 月～令和 4 年 2 月 

概要 

令和 2 年度調査で確認した貴重なサンショウウオ

類のエサとなる土壌生物の調査を実施し、ミミズ

類・ヤスデ類・ヒメフナムシ類のほか、冷温帯に

生息するガロアムシ類、菌類相が豊かな森林に生

息するオオキノコムシなどを確認した。土壌生物

による「自然の豊かさ」診断では「豊か」にあた

り、土壌生物からも「水源地の森」の環境が良好

に保たれていることが示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査風景 

 

水源地の森下層植生調査  

調査内容 

「吉野川源流-水源地の森」内の下層植生を調査 

実施期間、時期 

令和 3 年 6 月～令和 4 年 3 月 

概要 

平成 18 年度より実施している調査。「水源地の森」

内に設置した防鹿柵の内外で下層植生をモニタリン

グし、シカの食害による影響について調査した。柵内

の植生は良好であり、ノウサギの食痕が多いものの植

生破壊に繋がることはないとみられた。別に実施して

いる川上村鳥獣害被害（ニホンジカ）調査と併せるこ

とで大型哺乳類による植生への影響の傾向をつかむ

ようにしたい。また昨年度より記録されているナラ枯れ

現象についても被害木の記録等に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

防鹿柵内外の植生の状態 
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【旧白屋地区定期・定点観察と発信】 

旧白屋地区調査  

調査内容 

過年度資料のモニタリング、各季節の調査レポー

トの作成 

実施期間、時期 

令和 3 年 4 月～令和 4 年 3 月 

概要 

過年度に引き続き昆虫相のモニタリングを実施

するとともに、川上村地域おこし協力隊員とと

もに雑草堆肥づくりを実施した。旧白屋地区に

自生するススキの刈り取り後の活用を目指した

ものであったが、堆肥化には思いのほか時間が

かかること、集積場所、村民への還元方法など

に課題が残った。 

 

 

 

 

 

 

 

クモラン（着生ラン）を初確認 

 

 

【川上村内の自然環境調査】 

川上村における特定外来生物指定植物分布調査  

調査内容 

特定外来生物指定植物を学術誌に発表 

実施期間、時期 

令和 3 年 12 月 

概要 

川上村内で確認した特定外来生物指定植物ペラペ

ラヨメナについて、「奈良植物研究」第 41・42 号

に生育記録を発表した。 

 

 

 

 

 

 

 

ペラペラヨメナ（大滝地区） 

 

川上村鳥獣害被害（ニホンジカ）調査  

調査内容 

糞粒法によりニホンジカの生息密度を推定 

実施期間、時期 

令和 3 年 11 月～令和 4 年 3 月 

概要 

調査の結果、 

「水源地の森」（天然林） 20.4～22.2 頭/１㎢ 

林業体験の森（人工林・若齢林） 0.5～0.6 頭/１㎢ 

高原村有林（人工林・高齢林） 約 4.1 頭/１㎢ 

伯母谷区（集落周辺） 約 0.7 頭/１㎢となり、 

平均 7.2～7.8 頭/１㎢、村内で約 2,000 頭と推定し

た。ただし旧白屋地区（集落跡）を考慮に含めると、

村内での生息数は約 16,000～18,000 頭となる。 

 

 

 

 

 

 

 

消失率を計測するためのサンプル糞 

（林業体験の森での調査 2/4） 



14 
 

 

 

【他機関への調査協力】 

奈良県 アルゼンチンアリの同定協力  

調査内容 

特定外来生物対策への協力 

実施期間、時期 

令和 3 年 10 月 

概要 

奈良県景観・自然環境課より県有施設で見つかった

特定外来生物アルゼンチンアリの疑いがある昆虫に

ついて同定の依頼を受けた。 

種検索の手法に準拠して当該生物であると同定し、

結果と根拠を同定報告にまとめて提出した。 

 

 

 

 

 

 

アルゼンチンアリ 

 

環境省 ゴイシツバメシジミ保護増殖事業  

調査内容 

保護・増殖事業モニタリング調査・啓発への協力 

実施期間、時期 

令和 3 年 7 月～8 月 

概要 

環境省（近畿地方環境事務所）が北股で実施してい

るゴイシツバメシジミ保護・増殖事業に関するモニタリ

ング調査と啓発に協力。 

情報交換会では自然観察会の実施等による人材育

成が必要であると意見が出された。 

 

 

 

 

 

 

調査風景 

川上村におけるギフチョウ生息状況確認調査  

調査内容 

生息状況確認及び保護計画の立案 

実施期間、時期 

令和 3 年 4 月 

概要 

川上村が自然分布の南限であるギフチョウの生息状

況確認調査を実施した。 

食草の調査を実施した結果、個体数は多いものの株

の矮小化が認められ、ギフチョウが利用可能な株が

少なくなっていることが判明した。 

調査活動については読売新聞に記事が掲載され、

当該記事は読売新聞教育ネットワークの学習教材で

も取り上げられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 5 月 12 日（読売新聞） 



15 
 

奈良県 特定希少野生動植物コサナエ保護管理事業計画策定  

調査内容 

奈良県の自然環境行政に協力 

実施期間、時期 

令和 3 年 4 月～令和 4 年 3 月 

概要 

奈良県景観・自然環境課が進めている特定希少野生

動植物のコサナエ（トンボ）の保護管理事業計画策定

のための現地調査・文献紹介、生息環境保全にむけ

た提言等のアドバイザー協力を行い、令和 4 年 3 月

に生息地及びその周辺地域の住民との地域連携に

よる保全活動を展開することを目標とする保護管理事

業計画の策定に至った。またコサナエは奈良県では

下北山村の 2 カ所でしか確認されていない種であっ

たが、奈良市で新たな生息地を発見した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コサナエ 
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公益事業Ⅳ 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

【「森と水の源流館」の管理】 

指定管理協定にもとづき年間の施設の維持管理・運営管理として、案内や企画展などを開催。 

 

【企画展】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画展「川上村の外来生物」（6/5～8/31） 

展示品は出張教室等での利用を想定し製作、企画展終了後、一部は常設展示に移行した。関

連行事として吉野川紀の川しらべ隊（7/17 公益事業Ⅲ）も開催した。 

 

【展示改修に関する検討業務】 

新型コロナウイルス感染拡大防止の視点を加えた展示コンセプトの整理、構成から原稿提出、

グラフィックの検討、標本等の展示物の製作作業を行った。工事受託機関との定例会議への参

加。工事休館期間には、水槽消毒・看板塗装などを直営作業で実施するとともに、リニューアル

オープンと開館 20 周年に向けた準備を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原寸でのグラフィック確認          定例会議（上） 標本製作（下）  
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リニューアルされた内容を中心に館内と利用方法を案内する

暫定パンフレットを作成。 

利用シーンの写真を加えて、次年度以降に本格的なパンフ

レットを製作する予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「吉野川源流－水源地の森」・「水源地の森交流施設」の管理 

「水源地の森」及び休憩小屋・管理棟の定期的な見回り・点検・清掃・修繕を実施。 

散策道の修繕、管理棟周辺でのゴミの回収なども行った。 

近年、交流施設周辺でゴミの放置が増加している。川上村による監視カメラ設置にも立会った。 
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収益事業（受託事業） 

【水のつながりプロジェクト実施等に関する業務】（川上村） 

大和平野土地改良区と川上村が共催する、農作業の体験を通じた源流部と平野部の小学校の

交流事業。10 年目を迎えての記念行事の企画・実施にも協力した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田植え体験（6/15）                    稲刈り体験（10/18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

源流トレッキング（8/5）         １０周年記念式典「おかげ米贈呈式」（12/17） 

 

 

【ESD の視点をいかした流域連携推進業務】（川上村） 

川上村役場や公共施設職員を対象に、当財団において実践してきた流域を中心とする「つ

ながり」の実例と流域キーパーソンを紹介し、共有することを目指した勉強会を開催。 

 

 

 

「つながりを共有・活用するための勉強会」（3/17） 
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【東京海上日動 Green Gift 地球元気プログラム】（日本 NPO センター） 

「川が結ぶ地域のつながり」を意識した紀の川大堰周辺の干潟の観察会を予定していたが、新

型コロナウイルス感染拡大の傾向がみられたため、委託者の判断で観察会を断念。代替事業とし

て環境体験動画ツール「川の恵み生き物観察」上流編・中流編・下流編の 3 本を作製した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コサナエ保護管理事業計画策定に対する指導、協力】（環境科学大阪株式会社） 

生息地の情報提供、保護管理に関するアドバイス、現地調査への同行。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【啓発用間伐材割箸セット製作】（森林環境保全和歌山市議会議員連盟） 

これまで街頭啓発の機会で配布していたが、コロナ禍のもと街頭配布の機会もないことから、和

歌山市立の全小学校（54 校）の児童全員に配布する目的で製作を受けた。 このためあらたにルビ

を加えた。 
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パブリシティ（新聞ほか掲載記事） 
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